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（4）作業体系

このグループでの作業は第4衣のとおり．各作物の管

理部血にまでトラクター利用が行わでLつつあるところに

特級が見出される．つまり一首利用しようと思えば∴1い

つでも対応できる体制ができて居り．この共同経営では

当面相何にして，作業機を安価に求めるかが，天きな課

題となっている．

3　　む　ナ　び

以上トラクターを中心・としてみてきたれ　　農家集団

によって．利用する場合

1の個別農家群が，個別営農のぜゝ共同利用する場合，

つまり，トラクター利用組合，叉は綴字組合，農協等の

組合員が共同で機械を導入し，利用運営する場合営農碁

盤が協業化，共同化・単一化されていないために，特定

作業，例えば桝超・整地・作業等に限定し，機械の体系

的利用には仲々発展しない．トラクターの穣励率を高め

るため，検討されてhるが，個別営農との関係で行詰る

し，各種事業で磯城装備が完成されても，その利用は必

ずしも円滑ではない．

これはぜず果虻としての普段の方向付けがないこと，集

団としてのトラクターその他機械袈絹に共同と個別の分

担関係が明確でなレ、ことがその理由である・

2の個別良家群が，単一建営体となって．共同利用す

る場合把は．トラクターが橙営の安と在り．トラクター

なしには営農が成立しない段階に至っている・

これは営農の方向付がこの場合，酪農にしぼられ，且

つ，作目の選択，作付の慮式も単純化され，機械を印小

とした作業が可絶となってレ1るからである・

3　以上のことから．トラクター利用を中心とした大

規模生産様式を遂行するためには．営農の方向付けを確

立し巨耕地，作目の兵団化，作付協定等を進め．営農規

塵に照応した一遍絨装帽を計ることが必要で，′」、グループ．

中グループ，天グループ等で夫々義則戒の能力と作業特性

に応じた負担兢塵．分捏区分を明確化し，′トグループを

対象としたものと，閣グループを対象としたもの．更に

広い範囲を対象としたものとが補完的結合鯛係を保てる

エう，地域としての機械化体系を確立することが必要で

ある．

果樹作における農家集団による大規模生産方式の問題点

1　ま　え　が　き

一津軽のりんごを中心として一

日　　向　　達　　男

（青森県りんご試）

て存在し，生産指導，販売宣伝，塙送手段の整備確保，

などの点で農家間の協力吐あるが狭義の経営的結合は全

農家集成による天成塵生産化は果樹部門に限らず農業

全般が遅滞して葺り，今後その飛躍的進展をはかるため

には幾多の難問題を抱えているが，ことに果樹部門では

その頗雄性が大きい．この上う売沌臥定性を打破し果樹生

産の集団化，大規模化を実現するためにはまずその現状

を正しく把握するとともに．果樹作の技術的経済的特質

を集用化，大規模生産化の観点から追求し，その特質に

対応した方策を樹立しなければなら覆い．

本報告ではこのような意図から東北六県に共通して主

要果樹と在っているりんごを，その典型的主径地である

宮森県津軽地帯の実態を素材として検討した．

2　果樹作におlナる案団化の段階

農家集団に工大規模生産化段階は色々を観点からの区

分が可能であるが，その一つとして良家の経営的結合の

強弱によって見ると

n）その結びつきが崩も弱い場合

の　その結びつきが甲瑞の場合

β）その結びつきが盛も強い場合　の三段曙に分けら

れるてらろう．そしてこのようを段階底分を果樹作にあ

てはめて見ると第1段倍の典型的事例としては地域的に

商品生産のための果樹園ならびに果樹栽培農家が集中し

然ない場合である．第2段階の典型的事例としてはスピ

ードスプレヤーや定置式防除庵鼓など一部の生産手段を

共同利用し，あるいはこれらを通じて防除や出荷など部

分的作業共同は行うが全生産過程記一貫した共同化はを

されていない場合である．第8段階の典型的事例として

は畠業法人などのように，全生産手段と全生産過程を共

同化している場合である．勿論この3つの段階も詳細に

区分すればさらに幾つかの」、段階に分けられる－

たとえば第2段階は卓にB Sや定置式防除施設などの

共同利用だけの段階と．それを通じた共同防除などの部

分的作業共同化の段階と．さらに共同防除を円滑にする

ため共同勇足や共通，共販を行うなど他の作業の共同化

へも波及する段階などがあり，第1段階や第2段階でも

周蔵に幾つかの小段階に区分され得るであろう．

3　果樹作における集団化の現状

東北地方の果樹作の概況を農林省の統計資料に上って

見ると第一表のと葺りである．果樹作栽培農家割合は水

稲をはじめ他の一般農作物に比し苦るしく低いが版元農

家割合．商品化率は共に100感に近く，ナダネ・軋牛

乳たどと共に典型的を商品生産的農作物となっている・

しかもこれら果樹栽培畏家は概して地域的に集中する傾
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第1表　主要農作物の栽培農家割合と商品化奉

作 物 の 種類 水 ′j、 大 馬
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地 域　 別 稲 麦 豆 薬 柑 乳 卵 繭

栽培 農 家 割 合 全　 国 9 2 6 4 6 0 9 1 2 4 3 7 9 5 4 4 2 2 3 8 7 4 1 0

（嶋 ） 東　 北 9 2 4 5 7 0 9 5 2 9 4 6 9 7 1 6 0 3 2 5 9 6 9 1 3

販 売 農 家 割 合 全　 国 8 5 7 1 4 5 2 9 9 8 2 5 1 9 8 3 9 6 9 6 9 7 1 0 0 1 0 0 6 6 1 0 0

（書 ） 東　 北 9 1 6 8 1 2 9 9 9 2 3 2 2 8 8 0 9 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 6 4 1 0 0

商 品 化 老 （名）
全　 国 6 4 6 5 4 8 4 6 9 6 9 0 6 6 9 1 9 4 9 7 9 7 9 5 9 6 8 3 1 0 0

東　 北 7 6 5 1 さ5 2 0 9 5 7 5 4 1 9 2 0 9 4 9 7 9 5 9 5 7 6 1 0 0

彗 開 鮎 扁

（反 ）

全　 国 6 ．6 2 ．0 0 ．6 0 ．4 0 ．9 0 ．1 0 ．1 2 ．0 1 ．4 1 ．2 1 ．0 0 ．6 0 ．7

東　 北 8 ．4 1 ．1 1 ．1 0 ．4 0 ．7 0 ．1 0 ．2 2 ．4 0 0 ．8 1 ．0 0 ．7 0 ，6

謹　農林省農林径済局統計調査部「昭和27生皮靂毒物の商品化に阻する統計」にエふ・

向があり，1960生世界盈林業センサス達家調査報告書

果樹編によると東北の各県はいづれも果樹地帯と非果樹

地帯の分化が頗苦であり．例えば青森県の場合総農家故

12．2万戸．うち樹園地を有する農家4．2万戸であるが，

このうち南，歯，甲の三洋軽郡内に約6万戸の盛家があ

り3．1万戸が樹園地を有するの忙この三郡を除いた地帯

第2表　わんと共防の年次別普及状況

では総農家数は6．2万戸であるが樹周地を有する農家数

は1・1万戸に過ぎず，又栽培農家1戸当りの樹届】地面横

も前者の4．1反に対し後者では3．1反に過ぎない．

次に第2段階の例として近年青森県で苦るしい進展を

示しているりんと歯の共同防除に就て見ると第2二表の如く

定置式は昭和怨年頃から．88は34年頃から急速に進み，

年　 度 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 I唱 昭

租

A

平

均

2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9

年 年 年 年 年 年 牢 年 年 年 年

組 8　．　8 0 0 0 0
1　 0

3 6 6 6 1 5 9 2 2 6 8 0 2 3 8 2

合 定 置 式 1 2 1 6 3 2 4 7 4 8 5 1 5 9 6 4 6 9 7 8

数 計 1 2 1 6 3 2 】　 4 7 8 4 1 1 7 2 1 8 2 9 0 3 7 1 4 0 5

面 8　．　8 － － － ー － 5 0 9 ．7
1 0 1 5 ．3 2 5 2 4 ．3 3 4 3 3 ．5 4 3 5 9 ．5 5 0 1 9 ．3 1 5 ．1

積 定 置 式 1 1 ．7 4 4 ．0 2 7 8 ．7 5 7 7 ．1 9 43 ．8 9 8 5 ．6 1 0 1 3 ．2 1 1 7 6 ，1 1 1 9 7 ．5 1 4 0 3 ．7 1 5 2 4 ．8 2 0 ．9

品
計 1 1 ．7 4 4 ．0 2 7 8 ．7 5 7 7 ．1 9 4 3 ．8 1 4 9 5 ．3 2 0 2 8 ．5 3 7 0 0 ．4 4 6 3 1 ．0 5 7 6 3 ．2 6 5 6 4 ．1 16 ．2

人 8　．　8 － －

4 5 6 1 ，0 8 6

し 0 0 0 2 ，0 8 6 4 ，5 9 7 6 ，13 8 8 ，8 8 0 8 ，96 8 2 7

員 定 置 式 3 3 7 2 1 ．75 9 1 ，8 2 7 1 ，9 0 4 2 ，3 0 6 2 ，3 0 7 8 ，04 5 3 ，4 5 0 4 7

言 計 3 8 7 2 4 5 6 1 ，08 6 1 ，7 5 9 2 ，8 2 7 8 ，9 9 0 6 ，9 0 3 8 ，4 4 5 1 1 ，92 5 1 2 ，4 1 8 3 1

謹1青森県りんと共同防除連絡路議会「共同防除組合名簿昭和食○生5月15日現在」に上る．

℡　上記の外患議会未加入の共防止推定で面積100h8，88台数10台である，

39生5月現在405組合が設立され88389台，定置式

花台が共同利用されて訝り，その防除対象面積は青森県

の総りんご栽培面積の訪啓に当る6，500haに達している．

しかもこの段階での集団化，大規模化吐青森県の諸資料

から見て今後とも参る程監進行する可能性が強い．

しかし農家間の樫営的結びつきが最も強い第3段階で

の集団化．大規模生産化は果樹の場合他の農業部門に比

し苦るしく遅れている．

たとえば青森県の場合県農政課の「農業共同経営調査」

によると昭利35年上り同視年までの4力生間に県内に29

の虚業共同経営が誕生したが，その部門別内訳は延べで．

養豚と養超が各10件，水桶，りんご，酪農が各4件，畑

作が3件，耕種とそさレ∵が各2件とたって葺り，畜偉部

門が延別件で戒も多く，果樹技越か4件に過ぎない．し

かもこの4件のうち2件は水稲と養超を主体としたもの

であれ　果樹を主体とした共同縄蛍は2件に過ぎず，且

そrLは4件とも4－5戸の血縁関係をもとゝした結合で

ある．

このように我が屈の果樹生産では農も地域的集中化が

行われている青森県津軽地帯に於てすら農家浜団による

大規模生産化は部分的な生産手段や作業の共同化の段梢

でとゞまり本来的な意味での農家集団による大嵐漠生産
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化，如ち大規塵生産の有利・＝′l三蟄短大娘ふて発揮するためし■■二

必要な無常規模の拡大と直績する集団化は殆ど進展して

封らず，叉現状ではかゝる集団化が進展する歓候吐殆ど

しかも第2段階での共同化，集団化が飛綻箔に進展し

ているとは云え，それを詳諸岡見ればそこだすら多くの

問題点を内包している

第3表　共同防除組合への加入農家の博都内偏伯の一例

それは第一一に332組合あるSS共防のうち299組合が

881台しか持たず，2台は茄組合－3台以上は僅か7

組合に過ぎず，その大半が顔城の最′ト単位で結成されて

レトる点である・第二托せそれが大規模生産の経営的並び

に技術的観点からの合理的結合の仕方をとらず・むしろ

社会学的な結合たとえば階層・血縁など特殊な人濁盟係

電もとゝした縮合のイーl二万をとっている嶺合が多い点でち

士　　 野　　 田 牌　　　 沢 郷 山 前 下　 石　 川 銀

部 落 名　A 名
A

口

B

0

C

5

D 琶 F 0 H Ⅰ J E

共 防

少額

組． 台

5 0 a 未 満
5 7 1 4 1 3 1 8 4

1 1

1 2

1 3

1 0
ん 別

5 0 ～ 1（氾 a 6 7 7 1 2 1 2 1 6 4 1 0

と 戸

同 数 1 0 0 8 以 上 4

1 5

8

1 5

1 5 ．7

1 0 ．5

7 5

2 5

2

2 8

3

3 2

1 9 ．3

6 ．0

1 0

1 5

6

2 4

3

1 8

2

2 5

屈　 計

稔 利 用 面 積 （h 聖上

1 戸 当 り 平 均 利 用

面 積 （1 0 a ）

1 9

！旦三星．

7 ．5

」 卓 二9

6 ．4

1 3 L8

4 ．9

1 7 ．4 1 7 ．4 1 3 ．6 1 2 ．0 廻 ＿■

5 ．61 1 ．4

7 ．6

1 1 ．6

∠ゝ

7 ．3

掛直 したネ

7 ．6

の

1 0 ．0

注 1 青森 県 りん と試験卿 を忙 よる・ 盟　 青森 県南洋輯 鞘股間町■日野沢村食共防組 口について 1・ した

る．その一例として青森県南津軽郡浪岡町IH押沢村の場

宜を示すと第3衣か飽く，吉野田部落ではB共防とC共

防K樽沢部落ではG共防忙100a以上のりんと歯を持つ

農家が集中し，他の共防組合は中層農家が主体と竃∵つて

訝り．一一般に下層農家の参加はすくなく・殊に吉野Ⅲ部

落では帝把すくなレ＝・かゝる共防の進感の止方法将米そ

の普及限界に早く適適せざるを1細いだけでなく・塊状

に於てすらA共防のSSとB共防のBSが互に隣接した

園地記とびとびに磨指摘か附しなければならない・吸水や

薬剤調合に散布する園地に最も近い施設を利用すること

ができない。他の共防や個人防除の閑地での防除作業ハ

不徹政さが完全な共防を実施した園地に被害を及はすな

どマイナスを生じている，

第三に防除作業の共同化が他の作東面一、の一郎Ⅰ化忙光戚

するケースが優めてすくない・青森県りんご課が茄の88

共防組合を調査した資料にエればトラクター針防除以外

に利用したのは偶か2．組合に過ぎず，しかもそれは′主産

資材の運搬であった・機祓利別以外での1日化は更に稀

である．謀津に別牧作業すらjl洞化していJ一半叩・に防附′i＝

業機杖の共同利用にとどまっている八…防除糾合か以外に

耕地規模別作物別栽培農‾衰割△（％）東北地域

多く．また現在八l胡捌絵を実施している場合でも段一如J意

識し・一・いに共防まで行かず機械の共同利用にとどめたい意向

が窺われる場合もすくなくない．

このように青森県のりんと地帯に葺ける・達家集団に上

る大規模生産化は大勢として素2段潜の・しかもその桝

朋乃至甲朗の段階把とゞまってレLる・勿励一部に攻防瞼

作東の共同化だけでなく，共同勇足．共同開軌共同奴

克などへの進展しているケースもない訳ではない・

しかしこれらは従属部門として果樹を持つ農家が‾上平

であり．本格的果樹生産農家に於てはすpLうか＼る血へ

の進蝦は困惑牡が大　レ、・

4果樹生産に於ける大規模生産化の阻害要因

酢項で述べた川き果増躍於ける不米的な農家粂正妃よ

る左か純度化の蓮感官■封書している要因ほ考えて見る

と第一一一こ巣樹生産の蒋項が虐めて労融粂如釣であり・几

それが現状では裸巨万廟によるn業体系をもとゝしてあ、

り．今虚ち忙それを機械刀把よって代香しか作表が多

い点きめげ誼ほならをレ一・例えば青森県で栽培されてい

るりんごの工要諦権である＝司几」・「紅王」を外′ことり

そのIU7－ル当りの所感労働料虜の衰準を見ると作業休

‾第 4 表　 東 北地 域 の 研 地 現 実刊 二′巨こ研削充電竃 景 r本別 盲‾し乃 ノ

拙

規 模 別 、

5 反 未 満 1 7 8

′J、

l 麦

28

馬 ト
ナ l

ス

キ 白 キ

ヤ

り

梨 i

l

ぷ

ノr

な

た

上 牛 鶏 ■大 み

か
袷

者

93

ト

ウ
リ 顎

ベ

ツ
ん

と
う ね 鵡 軋 卵 豆 ん

3 4 7 9 9 1 9 2 7 8 8
2 ！ 1 巨 0

出 来

3 ≡ 3 1 3 4

1

1 3

1

8

4 6

7 2

6 8

8 0

0

0
5 反～ 1 町

1 町－2 町

； 9 5

l 9 9
4 6 9 8 4 0 9 0 9 7 9 6 9 2 1 5

5 8 9 9 5 4 9 6 9 7 9 9 9 6 2 0
2 1

1 1

1 4

1 5

7 9 8 9 0

2 町 以 上 1 00 4 5 1 0 0
5 8 1 9 7 ；98

9 9 9 7 1 9 7 0 8 7　　　 0

託　羞1表と同一俣科にエる
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系Ⅰ日勤刀黄瘍磯，手鎌．有袋の場合1559・9時間，作

業体溝川［＝SS．効力草刈磯宣撫袋の場鋸410・5時
瑚であるが，このうち功刀機械を使用する作業の総時間

は前者の鴇時間＝15・7　努），後者で訟・6時間15・5項目

托過ぎなし、．窮二化は経営規模の零細性があげられる．

そしてこれらのことが天規嘩生産の有利性を斎らす機械

化による労働生産性の向上を現実の果樹栽培桑家へ受入

れ戎くしている．第三に果樹の商品的特性として色・味・

形，など多様な品質構成要素に上って価格決定が行われ．

叉それが流通機構の未整備と良い過去の取引娼係に上っ

て杉成された銘柄などによって大きく影響されているこ

とも果樹栽培農家の協力啓勢の確立を阻害している．窮

姻化は農家の主体的条件に於ても長い繹験を積まなけれ

ば一人前の栽培者，経営者になrL亮＝（．樹周の造成に長

年月を壕するなどのほか，果樹栽培毘家は窮国表に示す

研く他の農業部門に比し戸数吐すくをレYが，規模は大き

く，且専業的農家が多いことなどがすでに指摘した他の

理由と相侠って共l司による大規模生産化を阻害している・

史に以上の阻害墳田の他lても某笥成増畏家の心電的褒

件雪始め多くのものがある．

従って前項で見た妬き八i司兢汝の飛躍的発展もり三は・∠・

ずしも農家の共向化意識の盛上った結果とみなすのは早

計である．かしろ現実には881て上るりんご鰯の防除は

能率的でいゝが1セット300万門前后もするものを埠疫

の農家では導入できをレ・．それを周や県，更に系疑念蔽

機関が補助金や低利金融などに上り導入し易いよう指導

奨励しているから吾々の処でも入れなければ損だとレ、う

程匿の考えで導入しているケースが多い．実際／i森泉に

卦ける451の共同防徐組合の設立資金の内訳を件数で見

ると塁林漁業資金が145件，農業近代化資金が濾件，所

長村建設資金が亜件，農業構造改善資金が軸件たどをに

じめ機械化実験補助，市町村補助，農業改良資金．農業

共済砲業資金などの系鷺機関の融資や補助が大部分であ

り，自己資金や銀行敲資だけで設立された共防組合は褒

めて僅かである．

第5表　農業関竃改善のためのりんご栽培技術体系指導指針による所要労力の例（108当り）

　 技 術 体 系

†′ト業 別
慣 行 花 街 改 良 楕 術 構

†
2 4 ．0 2 4 ．0弱　　　　　　 冠 2 4 ．0

粗　 皮　 削　 り 6 ．3 6 ．3 6 ．3

勇　 伎　 啓　 理　　 1 7 ．6 1 7 ．6 8 ．0

薬 剤 撒 布 1 8 8 ・0

清　　 掃 F l ・5

1 7 ．6

1 ．5

1 0 ．0

2 ．5

コナ カイガラ 誘 殺 4 ．R 4 ．8 4 ．8

地　 表　 消　 毒 7 ．3 7 ．3 1 7 ・3

野

砲

人

草

情

感

ハ

ウ

支

■

除

着

落

採

機

願

　

　

授

　

　

）

刈
　
花

嵐

　

　

工

　

　

（

掛
器
…手

徐
　
肥
　
掛
り
　
果
　
け
　
理
て

0．6

4．4

23．6

43．3

68．9

77．7

1．9

10．3

42．9

63．5

果　処　理l l．2

叔

械　整　備

合　　　計

72．0

0

559．8

0．6

1．0

11．8

2．0

銅．6

25．9

1．9

10．0

14．3

30．0

1．2

70．9

12．1

283．2

考改善のための技術 10　　年　後　の　積　術

（従来と同じ）

（従来と同じ）

（－軍報佗トレーラー便禰）

（88の寵妾的利用）

（従来と同じ）

（従来と同じ）

（成東と同じ）

（従来と同じ）

（ブロードキャスター使用）

（蜜蜂と私サ糧の併用）

（大型草刈磯の使用）

（薬剤摘果と人力摘果併用）

（下枝のみ有袋とする）

（従来と同じ）

（従来と同じ）

（下枝のみ行う）

（落葉剤と人力の併用）

（従来と同じ）

（収穫袋の使用）

14・0（動力堰を便弔）

6．3（従兵と同じ）

5．8（ブラッシュチョッパー博司）

7．6（S8の養老的利潤）

0．8（へ－レーキの貸弔）

4．8（従来と同じ）

1．0（77－ティライサー‘‾吏司）

0．8

0．7（（ファーティライザー健司）

7．9（蜜蜂と混壕）

1．6（モ7－の使司）

34．3（薬剤摘果）

3．6（ゴールデンのみ）

1．9（憧乗と司じ）

10．3（従来と同じ）

2．5（ゴールデンのみ）

10．6（晶肇の配合）

1．2（従来と同じ）

60・3（悪凄折合と収穫袋
12．1

173．4

謹l L、ずれもりんと試験場作成灯上るものであるが10生后の桔術後系は昭和…生∫灯各試験研究機喝が共二引′た閤頚意識で作成した

rl O生後の特筆稽術」のうちのりんとの邦である．

2　慣行持札改良桔私増進改善の町村はとも忙国光のみの場合であり．10生後の持術は品種増戒の変化を前環としている・

黛　頒布符術は勒境に上る薬剤撒札＿幸雄呵よる崖刈りで・全面有袋の場合，

改良楕術はSSにエる葵剤摺私勒中量刈機忙よる呈刈りで全面無袋の場合

喋竜顔善桔街はr　）灯示す作等方堵打った場合であり．且15haの集団栽培と青森県りんと地帯が市町村一円の共尾共計

腫上る共r司教毒が頗力に実俺されうふ場合．1ME后の技術は（）旺示す作業方法を′り．且虜竜改善抒術上司じ条件で品種

構成の射ヒが環．聖憮把持われ得た喝合の夫々の所要増力である・



Ⅰり
東北農業研究　第7号

5　果樹の農家集団による大規模生産化の方向

以上述べた黒埼栽培曳‘豪の雀l∃＝ヒ，大規模仕種化の現

状を打硬するためにはそこで指摘した軋点への対応轟を

嘲立しなければならない・例えばりんごの場合深手労励

Iこ†丹存する作薬の多いことが集団化．天規†莫生産化を阻

害している塵要な原因の一一つであるとすれば．これを磯

輔化出来る技術の創造がなされなけ九ばならないし，こ

のためにはS S利倖レニエる媒剤摘果技術の確立や，落葉

剤の開発．88の壷引トラクターに適合した大型草刈機，

施肥機などの完成も守！せれる．又流通機構の末雀備に対

しては選果場，船積倉庫，選果戒をど施設面の充実記周

り，大量化，標準化，計画化の利点が最大限に発揮でき

るエう忙しなければならない．又農家が兵に近代的農業

経常のあ少方にめざめることが出来るような啓蒙運動の

展開も必要となろう．

そしてこれらは果樹生産の特質として綜合的，多角的

に推進されなければ効果があがらない場合が多い．例え

ば現在の流通視偶をそのまゝK放置して新技術の開発を

図ってもその効果は余り期待し鳩ないし．農家の経営基

盤をそのまゝKして機械の効率的使用方法を研究しても

実践的意義には乏しい．

従って果樹作に於ける農家集止に上る大規倭生産の連

盛には単に技術や狭義の経営的合理性からだけではなく．

綜合的な推進策の検討と樹立が必要である・

参考までにつけ加えると私達青森県のりんと関係者は

農業構造改善のためのりんと栽培技術体系指導指針とし

て窮五表に示すものを作成したが，これは上述の胡屯だ

立って88による共同防除作美と共選大計に上る共同放

棄の強化を緊密に結合させ，こTLを軸として漸次農家集

団による大規模生産化を本来的なものへ質的忙深めて行

こうとするものである．

即ち生産段階では∈＝Sの性能を発揮できる戚′トの単位

として15ha．奇，版元段階では大一造化．標準化，計画化，

を円滑になし得る段小の単位として市町村一円の農協と

し，前者は共防組合を設立し且そrLを後者の下部親織に

編成し，生産と版元の系列化を強力に推進しエうとする

ものである．このために咤それ以前の問題として農協合

併の促進や共防組合の普及と再編成．なども当然必要

となろう．しかし若しこれが実現出来れば将来は本格的

な農家集団による大規模生産化への発展は比較的順調に

進むものと考えられる．

私たちの当面の巌も大きを課題は如何にして眠れる農

家の方々をめざめさせ近代的農業経営へ移行しようと云

う意欲を生ぜしめるかにあり，現在推進さrLつゝある農

業構造改善事業もかゝるものと理解することも可能であ

少，且そのことにも大きを意義があると思うものである・

l終】

酪農における農家集団による大規模生産方式の問題点

一盆花高位生産畑作機械化実験農場を素材として－

－＝ヒ
ロ 川　　忠　　雄

（東　北　負　託）

1　　は　じ　め　に

東北象試ては，東北地方の高冷地畑作地帯を対象に農

家集団による機械の共同利用を細とし，酪農を中心とし

た生産力の高い営農方式を確立するため，昭利35年岩

手県雫石町盈花開拓地【岩手山南麓）に高位生産畑作機

械化実験農場を設置し，現地農家との提携に上って実験

を開始した．

現在は，昭和儒年鑑から開始された中型トラクター体

系の実俊が継続されて封少，4戸の共同経営と1戸の個

別経営に上って，中型トラクターl附属作業機を含む）

や共同利用を甲心に，酪農専業的経営が行われている・

したがって，こゝではこれを素材として述べることにす

る．

2　立地条件

中型トラクター体系の実験班l以下中型班と略称する）

は，盆花開拓地の中央以東にあって，盆花開拓地の中で

は展も立地条件に恵まれている．しかし，標高は880～

490mで巨地形は東西方向に榎か夜波状形を示しながら

南北方向にも若干の傾斜15－が）を夜している・また

土壌は府薄を塀欠の火山灰土であり．気象は奥羽山脈寄

りのため夏季は雨が多く，冬季は積雪が深い．かつ，盛

網市や雫石町の市街地よりそれぞれ約恥随．10Kmはなyt・・

線路や役場・学校・医療機関等からも6Km以上距って封

り．営農及び生活上からみた立地案件は著しく不良であ

る．

3　実験開始前の営鰻概況

実験農場設置当時の盆花開拓地は，西方から温泉下・

伊那諏訪・東朱の3部落からなっていたが，甲型班は東

筑部落に設置された．こゝ忙葺ける当時の総農家戸数は

10戸からなっていたが，そのうち6戸は昭和公年入植

した長野県出身の満票開拓義勇軍引揚者で，他の3戸は

隣倭の開拓地から転入した岩手県出身者であり，残りの

1戸は昭和お年離農跡地に継承入植した神奈川県出身の

岩手大学卒業者である．

こrLら農家の実戒開始前l別年匿）の営農概況をみる

と，大部分は4・5血Zの耕地lうち既耕地は4旭内外）を

基盤に，夫舶2人だけの労力と畜力をもって，2ha内外


